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特別講演要旨

植物ウイルス病の化学療法

平井篤 造

(名古屋大学避学部）

ウイルスと癌のｲ酵嶽芸は環在医療界の謎であり，
研究の花形である。それには，ペニシリン，ストマイ

などの抗生物質の躍進もさることながら，後に述べる
抗代謝物質（アンチメタポライト）の研究が進んだか
らである。

農学はここでも遅れをとっている。それでも，植物
ウイルス病の化学療法は，最近やつとその必要性が叫
ばれ，次第に基礎的な研究が行われるようになってき
た。それは偶然ではない。そのような研究のもり上が
りを可能にしたのは，1）医薬工業，ひいては化学工
業の発達であり，2）ウイルスの微量定量法の確立で
ある。更に後者を可能にしたのは，超遠心器，分光光
電光度計，電子顕微鏡などの実験技術の進歩であっ
た。

薬剤のスクリーニングの方法殺菌剤でもスクリ
ーニングの方法が問題となる。抗生物質におけるカッ
プ．法のように,確立したものが現在ウイルス病には
ない。さらに，細菌や糸状菌のように,invitro(試
験管内〕の実験ができず，ウイルスはinviFo(生体内）
においてのみ増殖するから，必ず生体を用いなければ
ならない点にウイルス病の困難がある。なるべく簡単
で実用から離れないということもスクリーニングの
方法の重点であるが，われわれが採用したのは次のよ
うな方法である。これを「切取り葉培養法」と呼んで
いる。

タバコの葉を茎から切取って，中肋から左叉は右半
分（半葉）に，タバコモザイクウイルスαMV)を
汁液で接種する。他の半葉は対照として水をすりつけ
)る。これは中肋から半葉に切断し，おのおの，窒素，
燐酸，糖などを含んだ培養液上に浮く，螢光灯連続照
射下|,2500附近で約6日間培養する。接種葉では，
ウイルスが日を追って，一つの曲線を画いて増殖する
ことが知られている。培養液中に供試薬剤を入れた場
合，ウイルスの増殖がどのように押えられるか。それ
からその薬剤の一定磯度における，ウィルス（増殖）

阻害度が算出される。

この方法は薬液がたえず葉に浸透している1罐で，

諜到としては最もよい条件である（浸漬法)。これに

対して薬液を切唾菖菌に撒布する方法も第二次スクリ

ーニングとして考えている。これらの試験に合格した

ものが，第三次のポット試験にまわされる。

ウィルス定量法の問題タバーの葉にウイルスを

接種した場合，鍔重したその局部の葉では，病徴は絶

対に現われない。それで，スクリーニングの効果を判

定するのに，病徴にたよることはできないから，接種

葉内にできたウイルスを定量す~ることが必要である。
これには生物的な方法と化学的な方法とがある。前者

は，培養6日後で，ウイルスがある程函曽殖したと思
われる葉をすりつぶして，インケン叉はグルチノーザ

タバコの葉に汁液で接種する方法である。その時接種

葉にできた病斑数が，用いた病汁液のウイルス濃度を

示すことになる。この方法は割に簡便ではあるが，イ

ンケンなどへの接種時の環境，叉葉の老幼，葉位など

によって，嶽妊数及び藏証の型が大きくふれることが

欠点である。

化学的な方法とは，6日間培養の葉から，ウイルス

核蛋白を分離し，その蛋白又は核酸を定量する方法で

ある。現在定量法が非常に進歩しているから，極く少

量の材料で間に合い(10mm直堅の円形のdisk5～6

枚で実験ができる)，又はっきりした数字が得られる

ことが特徴である。しかし操作に化学的技術と，高価

な機械が必要であり，さらに定量にかけたものが,すべ

て感染性のあるウイルスかどうかの点に問題がある。

と、､うのは，最近感染性のない，ウィルス様の異常高

分子蛋白或は核蛋白が次第に発見せられているからで
ある。

われわれは一応化学的方法にたよっている。その方

法は第1図に示すようである。

抗生物質スグリーニンク・の方法とウイルス定

量法が砿走すると，後は労力と根気の問題である。

第1表は主として未知の抗生物質約70種を用いて
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を行った結果は第2～3表である。第2表は鞭MVを

タバコに接種した場合で，左に浸漬法，即ち前回の試

験結果を上げ，右に葉面撒布の結果を示してある。こ

こに化学定量とは，その効果を，葉内にできたmMV

をｲﾋ学定量して判定したものであり，生物定量とは，

前に述ぺたとおり，インゲンの葉に接種して生じた病

斑数を測定して判定した結果である。第3表はTMV

をトマトに接種した場合である。即ち病徴発現にはほ

とんど影響がないが，葉内のT皿Vを定量すると，30

～40％ウイルス増殖を阻害するものが見出されてい
る。

上

上に色定量

照（抗生物質を含まない培養液に葉を浸漬した場合）

とどのように違うかを，ワールプルグ検圧計を用いて

測定したものである。これは一種の薬害の指標と考え

られる。つまり，呼吸阻害叉は促進は，外観的な変化

がなくとも，葉が薬害を受けている証拠と見てよいと

思う。

次に第一次テストで合格した抗生物質を用いて，切

取り葉への葉面撒布によって，第二次スクリーニング
策2表抗生物質の葉面撒布（タバコ）

第1表抗生物質の第一次スクp－ニング結果
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のあるものは，動物ウイルス，特に牛痘及びインフル

エンザウイルスに効果がある。われわれは前述の浸漬

法でこれをテストした。その結果は第4表である。即

ちNo.217,ベンザルアセトンチオセミカルバゾンがや

ふ効果が認められた。インフルエンザでは,No.216及

No.217が効果があることが知られているが,No.216

は植物では供試濃度では薬害が箸るしい。No.217の

効果はよく一致した。

次にベンザルアセトンチオセミカルバソ:ソのバラ置

換体を試験した。その結果は第5表である。インフル

エンザでは，バラ置災によって効果が減少するという

が，われわれの結果では,No.235及No.67が効果が

認められた。目下さらに種灸の誘導体を作ってもらっ

て，試験中である。

抗代謝物質（アンチメタボライト）ウイルスの増

殖は代謝の流れである。例えば最近ウイルス感諜性の

〔､H3CON閉
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斗7442351CI- 251＋I

実体と考えられている核酸は，5炭糖（ペントーズ1，

燐酸，プリン及ピリミヂン鍵墜からできているが，そ

の生合成の経路（パスウエイ）は次第に明らかになっ

てきた。特にプリン堪基は，グリシンから出発して’

4－アミノイミダゾールリポタイドを経て形成され，

叉ピリミヂン塞基は，アスパラギン酸から出発して，

オロチン酸を経てウラシルに至る経路がはっきりして

いる。こうした正常代謝物質に構造的によく似た物質

が，生物の代謝のどこかの点をブロヅクするものを，

アンチメタポライトと云う。これらの物質の代謝阻害

は，正常代謝物質の添加によって，可逆的に緩和せら

れるのが特徴である。

アンチメタポライトは，抗癌悩物質として近来華や

かに登場してきた。そのあるものは既に製品化されて

いるが（アザンー田辺製)，それはこれからの学問で

あり，その使用機作の研究は，今や学界の中心をなし

ている感がある。われわれも目下，ピリミヂン誘導体

のTMVに対する作用を賦験しているが，まだその発

表の域には達していない。ここには現在知られている

代表的なアンチメタポライト（プリン・ピリミヂンア

ナローグ）を第2図にまとめてみた。
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第2図代表的なアンチメクポライト（主としてう°リン・ピリミヂンアナローグ）

幹はTMVに効果のあるもの
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ザ炎’日本脳炎，小児摘韓など人間のウイル式病にも
通ずるものであり，叉癌の化学療法の解決ともなる。
近代の季淳は互に孤立しているようでありながら，実
は非常に翻妾に連繋しているよい例ではなかろうか。

荒天の大洋に舟出したこの小さな舟をつぶさぬよう
に，現場を忠実に，忍耐強く観察しておられる承なさ
ま方の，御支援を切にお願いする次第である。


